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大学院 医学系研究科における二つの方針

医 学 系 研 究 科

【基本理念】

医学・医療の専門分野において，社会の要請に応えうる研究者及び高度専門職者を育成し，

学術研究を遂行することにより，医学・医療の発展と地域包括医療の向上に寄与する。

修士課程・医科学専攻

【教育目的】

医学部医学科以外の理系・文系４年制大学学部出身の多様なバックグラウンドを持つ学生を

受け入れ，医学の基礎およびその応用法を体系的・集中的に修得させることにより，医学，生

命科学，ヒューマンケアなど包括医療の諸分野において活躍する多彩な専門家を育成する。 

そのために，次の目的のコースを設ける。

〔基礎生命科学系コース〕：生命科学・基礎医学等の領域で研究者・指導者として活躍する

人材を育成することを目的とし，そのための幅広い専門的知識と研究に必

要な技術や研究遂行能力を修得する。 

〔医療科学系コース〕：医療関連の諸分野で活躍する専門職者や研究者を育成することを目

的とし，そのための幅広い専門的知識と医療科学研究に必要な技術や研究

遂行能力を修得する。 

〔総合ケア科学系コース〕：ヒューマンケアなど包括医療のなかで活躍する専門職者や研究

者を育成することを目的とし，そのための幅広い専門的知識と技術並びに

研究・実践遂行能力を修得する。 

【教育目標】

教育成果として，次のことを達成目標とする。

１）高い倫理観と豊かな人間性を育み，包括医療の諸分野でリーダーシップを発揮できる。

２）医学の基礎とともに志す分野の専門的知識・技術を習得し，それを自らが発展させていく能

力を身につける。

３）科学的・論理的に思考し，問題解決方法のデザインと研究を遂行する能力を身につける。

４）国内外に対し幅広い視野を持ち，研究・活動等の成果を発信する能力を身につける。

【学位授与の方針】

各コースの目的に照らして，学生が身に付けるべき以下の具体的学習成果の達成を学位授与の

方針とする。学位審査は研究会員会が選出した 3 人の審査員による学位論文の審査ならびに最

終試験によって審議され、研究科委員会の議を経て決定される。

１．知識と技術

（1）各コースワークに沿った授業科目を履修・修得し，生命科学・医科学研究の遂行に必要な基

本的知識・技術や医療科学及び総合ケア科学分野など高度な専門職者に必要な知識・技法を

身につけ，研究及び専門分野で活用・発展できる。 
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２．研究手法や研究遂行能力

（1）各コースの研究法授業及び研究実習や研究・実践活動を通して，研究を行うのに必要な研究

計画・実験デザインの立案などの研究手法や研究遂行能力を修得し，科学的・論理的思考に

基づいて研究を実行することができる。 

３．研究者あるいは高度専門職者としての資質・能力

（1）生命科学倫理，科学リテラシー関連等の授業科目や研究室等での研究活動を通して，研究者

あるいは高度専門職者に求められる高い倫理観とともに生命科学・包括医療の諸分野でリー

ダーシップを発揮する資質・能力を身に付けている。 

（2）研究の計画・遂行や論文作成に必要な情報収集ならびに学会・研究会等への参加を通して，

日本語や英語を用いたコミュニケーション・スキルを身に付け，研究・活動等の成果の発信

など，国内外の研究者或いは専門職者と専門領域を通した交流ができる。

【教育方針】 

目標達成に向けて，次の方針の下に教育を実施する。 

１）共通必修科目で医学の基礎とともに生命科学倫理を学び，医学・医療の分野で必要な基本的

な素養と人間性を育てる。 

２）〔基礎生命科学系〕,〔医療科学系〕,〔総合ケア科学系〕の履修コースにより，それぞれの

専門的知識・技術と研究・実践能力の教育を行う。 

３）多彩な専門選択科目により，履修コースに応じた幅広い専門知識を修得させる。

４）国内外の学会・研究会等に積極的に参加させ，幅広い視野と成果を発信する能力を育てる。 

【教育課程編成・実施の方針】

教育方針を具現化するために，以下の方針の下に教育課程を編成し，教育を実施する。

１．教育課程の編成

（1）医学の基礎を学ぶ共通の教育科目と，〔基礎生命科学系コース〕,〔医療科学系コース〕,

〔総合ケア科学系コース〕の目的に応じたコースワーク（履修カリキュラム）を学生ごとに

設計することが可能な教育科目を体系的に配置した教育課程を編成する。

（2）多様なバックグラウンドを持つ学生に医学の基礎的素養を涵養することを目的とした科目

（人体構造機能学概論，病因病態学概論，社会・予防医学概論，生命科学概論）を［共通必

修科目］として配置する。 

（3）コースの目的に沿って，研究を行うために必要な研究デザインや研究戦略の理論を学ぶ「研

究法」と，研究技術や遂行能力を修練する「研究実習」などの科目を，［系必修科目］とし

て配置し，研究手法や研究遂行能力の修得を図る。 

（4）研究者あるいは高度専門職者としての資質・能力を養う科目や専門分野の理解を深め，幅広

い知識を修得するための科目（アカデミックリーディング，人体構造実習，医用統計学特論，

医用情報処理特論，実験動物学特論，実験・検査機器特論，バイオテクノロジー特論，解剖

学特論，生理学特論，分子生化学特論，微生物学・免疫学特論，薬物作用学特論，病理学特

論，遺伝子医学特論，病院実習，周産期医学特論，法医学特論，環境・衛生・疫学特論，精

神・心理学特論，リハビリテーション医学特論，地域医療科学特，健康スポーツ医学特論，

緩和ケア特論，高齢者・障害者生活支援特論，心理学的社会生活行動支援特論，対人支援技

術特論など）を［専門選択科目］として配置し，各コースの目的及び学生のニーズに沿った

科目を選択することにより，個々の学生ごとにコースワークを設計する。 
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２．教育の実施体制

（1）研究指導及び授業科目の教育内容毎に，その専門的分野の教育を行うのに適した専門性を

有する教員が，コース区分に囚われずに研究指導および講義・実習等を担当するように，本

研究科における研究指導教員及び授業担当教員の適格審査基準に基づき研究指導教員及び

研究指導補助教員を配置する。

（2）学生ごとに１人の主指導教員を置き，必要に応じて副指導教員を加えることができること

とし，個別の学習及び研究指導を行う。

（3）各授業科目に教科主任を置き，授業内容に応じて複数の担当教員により実施する授業の一

貫性を担保し，授業科目を統括する。

（4）各コースにコースチェアパーソンを置き，コース関連授業科目の編成・開講等のコーディ

ネイト，コース所属学生の修業状況の把握や研究論文進捗状況の点検など，当該コースワー

クを統括する。

３．教育・指導の方法

（1）入学時に指導教員と学生が相談の上，個別の履修計画及び研究指導計画（コースワーク）

を策定し，学生のニーズに即した学習及び研究指導を行う。

（2）講義による知識の学習と実験・実習による実証的学習や研究グループ内でのグループダイ

ナミクスによる自己学習と問題解決法の獲得などをバランスよく組み合わせて，少人数の対

話・討論型教育及び個別指導に重点を置いた教育を行う。

（3）国内外の学会・研究会等への参加を研究指導計画に盛り込み，に積極的に参加させ，幅広

い視野と専門領域における交流能力を育てる。

（4）学生ごとに研究指導計画に基づいた研究実施経過報告書を毎年度提出させ，研究指導及び

その成果の進捗状況を研究科運営委員会及びコースチェアパーソン等により，組織的に点検

する。

（5）社会人学生に対しては，教育方法の特例を適用した柔軟な授業形態による履修とともに，

授業ビデオや eラーニングを活用した学習など，教育指導の工夫を行う。

４．学修成果の評価

（1）授業科目の学修成果を評価するために，授業科目担当教員は，測定する到達目標の特性に応

じて，筆記試験，レポート（論文），発表，活動内容等により多面的評価を行う。 

（2）個別の授業科目の成績評価方法については，シラバスに明示する。

（3）成績評価は成績評価基準に基づき判定する。

評語 

（評価） 
評点 評価基準 合否判定 

成績評定

（GP） 

秀 90点以上 100点満点 
学修到達目標を十分に達成し，極

めて優秀な成果を上げている。 

合格 

4 

優 80点以上 90 点未満 
学修到達目標を十分に達成して

いる。 
3 

良 70点以上 80 点未満 
学修到達目標をおおむね達成し

ている。 
2 

可 60点以上 70 点未満 
学修到達目標を最低限達成して

いる。 
1 

不可 60点未満 学修到達目標を達成していない。 不合格 0 

※上記により評価が難しい授業科目は，合又は不可の評語によって表し，合を合格とし，不可を

不合格とする。
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（4）「研究法」授業の学修成果については，コースごとに関連教員と全学生が一堂に会した２年

次学生の学位論文予備審査会を開催し，研究の進捗状況の確認・助言指導とともに，研究遂

行能力の修得状況について評価を行う。 

（5）学位論文審査は，1）学位論文の審査は，研究科委員会が選出した３人の審査員による学位

論文の審査ならびに最終試験によって行い，2）論文審査に当たっては公開の論文発表審査会

を開催し，3）最終試験は，学位論文を中心として，これに関連のある科目について口述によ

り行う。

その審査（評価）基準は，①学位論文は，本専攻の目的に照らして学術的あるいは社会的

に価値を有するものとし， ②最終試験の結果は，可または不可で評価し，審査員３人による

評定が全て可であることをもって合格とする。 

（6）教育課程を通した学修成果を，各授業科目の成績を用いて総合的に評価する。

（7）成績評価の結果は，評価分布等を使用して定期的に点検を行い，必要に応じて教育方法等の

改善を行う。 
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大学院 医学系研究科における二つの方針

医 学 系 研 究 科

【基本理念】

医学・医療の専門分野において，社会の要請に応えうる研究者及び高度専門職者を育成し，

学術研究を遂行することにより，医学・医療の発展と地域包括医療の向上に寄与する。

修士課程・看護学専攻

【教育目的】

高度の専門性を有する看護職者にふさわしい広い視野に立った豊かな学識と優れた技能を

有し，国内及び国際的に看護学の教育，研究，実践の各分野で指導的役割を果たすことができ

る人材を育成する。

そのために，次の目的のコースを設ける。

〔研究・教育者コース〕：研究・教育・実践の関連性に基づき，看護実践向上の基盤となる

研究・教育について高度な知識と優れた遂行能力を有し，看護の各分野に

おいて優れたリーダーシップが発揮できる研究者・教育者・実践者として，

看護を開発していくことができる人材を育成する。 

〔専門看護師コース〕：質の高い医療へのニーズに応え，特定の専門看護分野における卓越

した看護実践能力をもつスペシャリストとしての役割が発揮できる人間

性豊かな人材を育成する。 

【教育目標】

教育成果として，次のことを達成目標とする。

１）高い倫理観と豊かな人間性を育み，看護学の分野での指導的役割を果たす能力を身につける。 
２）幅広い専門的知識・技術を身につけ，看護学の分野での実践で発揮できる。

３）自立して研究を行うのに必要な実験デザインなどの研究手法や研究遂行能力，あるいは研究

能力を備えた高度専門職者としての技量を身につける。

４）幅広い視野を持ち，国内外の研究者あるいは専門職者と専門領域を通した交流ができる。

【学位授与の方針】

各コースの目的に照らして，学生が身に付けるべき以下の具体的学習成果の達成を学位授与の

方針とする。学位審査は研究会員会が選出した 3 人の審査員による学位論文の審査ならびに最

終試験によって審議され、研究科委員会の議を経て決定される。

１．知識と技術

（1）各コースワークに沿った授業科目を履修・修得し，生命科学・医科学研究の遂行に必要な基

本的知識・技術や医療科学及び総合ケア科学分野など高度な専門職者に必要な知識・技法を

身につけ，研究及び専門分野で活用・発展できる。 

２．研究手法や研究遂行能力

（1）各コースの研究法授業及び研究実習や研究・実践活動を通して，研究を行うのに必要な研究

計画・実験デザインの立案などの研究手法や研究遂行能力を修得し，科学的・論理的思考に

基づいて研究を実行することができる。 
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３．研究者あるいは高度専門職者としての資質・能力

（1）生命科学倫理，科学リテラシー関連等の授業科目や研究室等での研究活動を通して，研究者

あるいは高度専門職者に求められる高い倫理観とともに生命科学・包括医療の諸分野でリー

ダーシップを発揮する資質・能力を身に付けている。 

（2）研究の計画・遂行や論文作成に必要な情報収集ならびに学会・研究会等への参加を通して，

日本語や英語を用いたコミュニケーション・スキルを身に付け，研究・活動等の成果の発信

など，国内外の研究者或いは専門職者と専門領域を通した交流ができる。

【教育方針】 

目標達成に向けて，次の方針の下に教育を実施する。 

１）高い倫理観に基づき看護についての問題を包括的にとらえ，柔軟に解決する研究能力を持っ

た看護職者を育成する。 

２）教育，研究，実践を通して，看護の多様な問題に対処できるように自ら研究し解決する習慣

を身につける。 

【教育課程編成・実施の方針】

教育方針を具現化するために，以下の方針の下に教育課程を編成し，教育を実施する。

１．教育課程の編成

（1）医学の基礎を学ぶ共通の教育科目と，〔基礎生命科学系コース〕,〔医療科学系コース〕,

〔総合ケア科学系コース〕の目的に応じたコースワーク（履修カリキュラム）を学生ごとに

設計することが可能な教育科目を体系的に配置した教育課程を編成する。

（2）多様なバックグラウンドを持つ学生に医学の基礎的素養を涵養することを目的とした科目

（人体構造機能学概論，病因病態学概論，社会・予防医学概論，生命科学概論）を［共通必

修科目］として配置する。 

（3）コースの目的に沿って，研究を行うために必要な研究デザインや研究戦略の理論を学ぶ「研

究法」と，研究技術や遂行能力を修練する「研究実習」などの科目を，［系必修科目］とし

て配置し，研究手法や研究遂行能力の修得を図る。 

（4）研究者あるいは高度専門職者としての資質・能力を養う科目や専門分野の理解を深め，幅広

い知識を修得するための科目（アカデミックリーディング，人体構造実習，医用統計学特論，

医用情報処理特論，実験動物学特論，実験・検査機器特論，バイオテクノロジー特論，解剖

学特論，生理学特論，分子生化学特論，微生物学・免疫学特論，薬物作用学特論，病理学特

論，遺伝子医学特論，病院実習，周産期医学特論，法医学特論，環境・衛生・疫学特論，精

神・心理学特論，リハビリテーション医学特論，地域医療科学特，健康スポーツ医学特論，

緩和ケア特論，高齢者・障害者生活支援特論，心理学的社会生活行動支援特論，対人支援技

術特論など）を［専門選択科目］として配置し，各コースの目的及び学生のニーズに沿った

科目を選択することにより，個々の学生ごとにコースワークを設計する。 

２．教育の実施体制

（1）研究指導及び授業科目の教育内容毎に，その専門的分野の教育を行うのに適した専門性を

有する教員が，コース区分に囚われずに研究指導および講義・実習等を担当するように，本

研究科における研究指導教員及び授業担当教員の適格審査基準に基づき研究指導教員及び

研究指導補助教員を配置する。

（2）学生ごとに１人の主指導教員を置き，必要に応じて副指導教員を加えることができること

とし，個別の学習及び研究指導を行う。
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（3）各授業科目に教科主任を置き，授業内容に応じて複数の担当教員により実施する授業の一

貫性を担保し，授業科目を統括する。

（4）各コースにコースチェアパーソンを置き，コース関連授業科目の編成・開講等のコーディ

ネイト，コース所属学生の修業状況の把握や研究論文進捗状況の点検など，当該コースワー

クを統括する。

３．教育・指導の方法

（1）入学時に指導教員と学生が相談の上，個別の履修計画及び研究指導計画（コースワーク）

を策定し，学生のニーズに即した学習及び研究指導を行う。

（2）講義による知識の学習と実験・実習による実証的学習や研究グループ内でのグループダイ

ナミクスによる自己学習と問題解決法の獲得などをバランスよく組み合わせて，少人数の対

話・討論型教育及び個別指導に重点を置いた教育を行う。

（3）国内外の学会・研究会等への参加を研究指導計画に盛り込み，に積極的に参加させ，幅広

い視野と専門領域における交流能力を育てる。

（4）学生ごとに研究指導計画に基づいた研究実施経過報告書を毎年度提出させ，研究指導及び

その成果の進捗状況を研究科運営委員会及びコースチェアパーソン等により，組織的に点検

する。

（5）社会人学生に対しては，教育方法の特例を適用した柔軟な授業形態による履修とともに，

授業ビデオや eラーニングを活用した学習など，教育指導の工夫を行う。

４．学修成果の評価

（1）授業科目の学修成果を評価するために，授業科目担当教員は，測定する到達目標の特性に応

じて，レポート（論文），発表，活動内容等により多面的評価を行う。 

（2）個別の授業科目の成績評価方法については，シラバスに明示する。

（3）成績評価は成績評価基準に基づき判定する。

評語 

（評価） 
評点 評価基準 合否判定 

成績評定

（GP） 

秀 90点以上 100点満点 
学修到達目標を十分に達成し，極

めて優秀な成果を上げている。 

合格 

4 

優 80点以上 90 点未満 
学修到達目標を十分に達成して

いる。 
3 

良 70点以上 80 点未満 
学修到達目標をおおむね達成し

ている。 
2 

可 60点以上 70 点未満 
学修到達目標を最低限達成して

いる。 
1 

不可 60点未満 学修到達目標を達成していない。 不合格 0 

※上記により評価が難しい授業科目は，合又は不可の評語によって表し，合を合格とし，不可を

不合格とする。

（4）「研究法」授業の学習成果については，コースごとに関連教員と全学生が一堂に会した２年

次学生の学位論文予備審査会を開催し，研究の進捗状況の確認・助言指導とともに，研究遂

行能力の修得状況について評価を行う。 

（5）学位論文審査は，1）学位論文の審査は，研究科委員会が選出した３人の審査員による学位

論文の審査ならびに最終試験によって行い，2）論文審査に当たっては公開の論文発表審査会

を開催し，3）最終試験は，学位論文を中心として，これに関連のある科目について口述によ

り行う。
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その審査（評価）基準は，①学位論文は，本専攻の目的に照らして学術的あるいは社会的

に価値を有するものとし， ②最終試験の結果は，可または不可で評価し，審査員３人による

評定が全て可であることをもって合格とする。 

（6）教育課程を通した学修成果を，各授業科目の成績を用いて総合的に評価する。

（7）成績評価の結果は，評価分布等を使用して定期的に点検を行い，必要に応じて教育方法等の

改善を行う。 
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大学院 医学系研究科における二つの方針

医 学 系 研 究 科

【基本理念】

医学・医療の専門分野において，社会の要請に応えうる研究者及び高度専門職者を育成し，

学術研究を遂行することにより，医学・医療の発展と地域包括医療の向上に寄与する。

博士課程・医科学専攻

【教育目的】

医学・医療の領域において，自立して独創的研究活動を遂行するのに必要な高度な研究能力と，

その基礎となる豊かな学識と優れた技術を有し，教育・研究・医療の各分野で指導的役割を担う

人材を育成する。

そのために，次の目的のコースを設ける。

〔基礎医学コース〕：医学・生命科学等の領域で自立した研究者・指導者として活躍する人

材を育成することを目的とし，そのための幅広い専門的知識と研究に必要

な技術や実験デザインなどの研究遂行能力を修得する。 

〔臨床医学コース〕：研究マインドを備えた臨床医学等の高度専門職者を育成することを目

的とし，病態学，診断・治療学，手術技法，統計解析など臨床医学や社会

医学の高度な専門的知識・技能・態度ならびに主として患者を対象とする

臨床研究の遂行能力を修得する。 

〔総合支援医科学コース〕：総合的ケアなど医療関連の研究・実践能力を備え，包括医療の

なかで活躍する高度専門職者を育成することを目的とし，そのための幅広

い専門的知識と技術ならびに研究・実践デザインなどの研究・実践遂行能

力を修得する。 

〔臨床腫瘍医師養成特別コース〕：臨床医学コースの中で，本コースをさらに履修すること

により，日本臨床腫瘍学会の認定資格「がん薬物療法専門医」の取得を目

指す。 

【教育目標】

教育成果として，次のことを達成目標とする。

１）高い倫理観と豊かな人間性を育み，医学・医療の諸分野での指導的役割を果たす能力を身

に付ける。

２）幅広い専門的知識・技術を身に付け，研究及び医学・医療の諸分野での実践で発揮する。

３）自立して研究を行うのに必要な実験デザインなどの研究手法や研究遂行能力，或いは研究

能力を備えた高度専門職者としての技量を身に付ける。

４）幅広い視野を持ち，国内外の研究者或いは専門職者と専門領域を通した交流ができる。
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【学位授与の方針】 
各コースの目的に照らして，学生が身に付けるべき以下の具体的学習成果の達成を学位授与の

方針とする。学位審査は研究会員会が選出した 3 人の審査員による学位論文の審査ならびに最

終試験によって審議され、研究科委員会の議を経て決定される。 
１．知識と技術 
（1）各コースワークに沿った授業科目を履修・修得し，医学・生命科学研究の遂行に必要な基本

的知識・技術や臨床医及び医療関連専門職者など高度の専門性を必要とされる業務に必要な

専門知識・技法を身につけ，研究及び専門分野での実践で発揮できる。 

２．研究手法や研究遂行能力 
（1）各コースの研究法授業及び研究実習や論文研究・作成の実践を通して，自立して研究を行う

のに必要な研究計画・実験デザインの立案などの研究手法や研究遂行能力を修得し，創造性

豊かな研究・開発を実行することができる。 

３．研究者あるいは高度専門職者としての資質・能力 
（1）生命科学・医療倫理，情報リテラシーなどの授業科目や研究室等での研究活動を通して，研

究者あるいは高度専門職者に求められる高い倫理観とともに医学・医療の諸分野での指導的

役割を果たす資質・能力を身に付けている。 

（2）研究の計画・遂行や論文作成に必要な情報収集ならびに学会・研究会等への参加を通して，

日本語と英語を用いたコミュニケーション・スキルを身に付け，英文論文による情報発信な

ど，国内外の研究者或いは専門職者と専門領域を通した交流ができる。 
 

【教育方針】 

目標達成に向けて，次の方針の下に教育を実施する。 

１）育成する人材像ごとに〔基礎医学コース〕,〔臨床医学コース〕,〔総合支援医科学コース〕

に沿って，学生ごとの履修カリキュラムを設計し，それぞれの専門知識・技術と研究・実践

能力並びに関連分野の教育を行う。 

２）各コースにおいて，自立して研究を行うのに必要な実験デザインなどの研究手法や研究遂行

能力を身につけるための実践的教育を必修科目として行う。 

３）医学・生命科学研究者や医療専門職者として必要な倫理観やコミュニケーション能力などの

基礎的な素養並びに各自の専門性を深めるための授業を共通必修選択科目として行う。 

４）国内外の学会・研究会等に積極的に参加させ，幅広い視野と成果を発信する能力を育てる。 

 

【教育課程編成・実施の方針】 
教育方針を具現化するために，以下の方針の下に教育課程を編成し，教育を実施する。 

１．教育課程の編成 
（1）〔基礎医学コース〕,〔臨床医学コース〕,〔総合支援医科学コース〕の目的に応じたコー

スワーク（履修カリキュラム）を学生ごとに設計することが可能な教育科目を体系的に配置

した４年一貫の教育課程を編成する。 
（2）コースの目的に沿って，自立して研究を行うために必要な研究デザインや研究戦略の理論

を学ぶ「研究法」と，研究技術や遂行能力を修練する「研究実習」の科目を，４年間を通し

た［コース必修科目］として配置し，研究手法や研究遂行能力の修得を図る。 

（3）研究者あるいは高度専門職者としての資質・能力を養う科目や基本的知識・技術や専門知

識・技法を身につける選択必修科目を次の区分で体系的に配置し，各コースの目的及び学生

のニーズに沿った科目を各区分から選択することにより，個々の学生ごとにコースワークを 

設計する。 
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・［共通選択必修科目Ⅰ］：各コースに共通あるいは関連する基礎的素養を涵養するための授業科

目群（生命科学・医療倫理，情報リテラシー，アカデミックスピーキング・アカデミッ

クライティング，プレゼンテーション技法，患者医師関係論，医療教育，医療法制）で

構成する。 

・［共通選択必修科目Ⅱ］：コースおよび各自の目的に沿った専門的技術を修得するための授業科

目群（分子生物学的実験法，画像処理・解析法，組織・細胞培養法，組織・細胞観察法，

行動実験法，免疫学的実験法，機器分析法，データ処理・解析法，電気生理学的実験法，

動物実験法，アイソトープ実験法）で構成する。 
・［共通選択必修科目Ⅲ］：コースおよび各自の目的に沿って専門分野の理解を深め，あるいは幅

広い知識を修得するための授業科目群（解剖・組織学特論，生理学特論，生命科学特論，

分子生物学特論，微生物感染学特論，免疫学特論，病理学特論，薬理学特論，環境医学

特論，予防医学特論，基礎腫瘍学，臨床病態学特論，臨床診断・治療学，臨床局所解剖

学，臨床微生物学，法医中毒論，臨床腫瘍学，臨床遺伝学，薬物動態論，映像診断学，

病院経営学，老年医学，地域医療特論，健康行動科学，社会生活行動支援，周産期医学，

リハビリテーション医学，健康スポーツ学特論，食環境・環境栄養学特論，国際保健・

災害医療，医療情報システム論，認知神経心理学，看護援助学特論，緩和ケア科学特論

など）で構成する。 
２．教育の実施体制 
（1）研究指導及び授業科目の教育内容毎に，その専門的分野の教育を行うのに適した専門性を

有する教員が，コース区分に囚われずに研究指導および講義・実習等を担当するように，本

研究科における研究指導教員及び授業担当教員の適格審査基準に基づき研究指導教員及び

研究指導補助教員を配置する。 
（2）学生ごとに１人の主指導教員を置き，必要に応じて副指導教員を加えることができること

とし，個別の学習及び研究指導を行う。 

（3）各授業科目に教科主任を置き，授業内容に応じて複数の担当教員により実施する授業の一

貫性を担保し，授業科目を統括する。 
（4）各コースにコースチェアパーソンを置き，コース関連授業科目の編成・開講等のコーディ

ネイト，コース所属学生の修業状況の把握や研究論文進捗状況の点検など，当該コースワー

クを統括する。 
３．教育・指導の方法 
（1）入学時に指導教員と学生が相談の上，個別の履修計画及び研究指導計画（コースワーク）

を策定し，学生のニーズに即した学習及び研究指導を行う。 

（2）講義による知識の学習と実験・実習による実証的学習や研究グループ内でのグループダイ

ナミクスによる自己学習と問題解決法の獲得などをバランスよく組み合わせて，少人数の対

話・討論型教育及び個別指導に重点を置いた教育を行う。 
（3）国内外の学会・研究会等への参加を研究指導計画に盛り込み，に積極的に参加させ，幅広

い視野と専門領域における交流能力を育てる。 

（4）学生ごとに研究指導計画に基づいた研究実施経過報告書を毎年度提出させ，研究指導及び

その成果の進捗状況を研究科運営委員会及びコースチェアパーソン等により，組織的に点検

する。 
（5）社会人学生に対しては，教育方法の特例を適用した柔軟な授業形態による履修とともに，

授業ビデオや eラーニングを活用した学習など，教育指導の工夫を行う。 
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４．学修成果の評価 
（1）授業科目の学修成果を評価するために，授業科目担当教員は，測定する到達目標の特性に応

じて，筆記試験，レポート（論文），発表，活動内容等により多面的評価を行う。 

（2）個別の授業科目の成績評価方法については，シラバスに明示する。 
（3）成績評価は成績評価基準に基づき判定する。 

評語 

（評価） 
評点 評価基準 合否判定 

成績評定

（GP） 

秀 90点以上 100点満点 
学修到達目標を十分に達成し，極

めて優秀な成果を上げている。 

合格 

4 

優 80点以上 90 点未満 
学修到達目標を十分に達成して

いる。 
3 

良 70点以上 80 点未満 
学修到達目標をおおむね達成し

ている。 
2 

可 60点以上 70 点未満 
学修到達目標を最低限達成して

いる。 
1 

不可 60点未満 学修到達目標を達成していない。 不合格 0 

※上記により評価が難しい授業科目は，合又は不可の評語によって表し，合を合格とし，不可を

不合格とする。 

（4）「研究法」授業の学修成果については，コースごとに関連教員と全学生が一堂に会した３年

次学生の論文研究中間発表審査会を開催し，研究の進捗状況の確認・助言指導とともに，研

究遂行能力の修得状況について評価を行う。 

（5）学位論文審査は，1）学位論文の審査は，研究科委員会が選出した３人の審査員による学位

論文の審査ならびに最終試験によって行い，2）論文審査に当たっては公開の論文発表審査会

を開催し，3）最終試験は，学位論文を中心として，これに関連のある科目について口述によ

り行う。 

その審査（評価）基準は，①学位論文は，国際的に評価の定まっている欧文による学術誌

に発表または最終受理された論文，あるいはそれと同等の学術的価値を有するものとし， ②

最終試験の結果は，可または不可で評価し，審査員３人による評定が全て可であることをも

って合格とする。 

（6）教育課程を通した学修成果を，学位論文及び各授業科目の成績を用いて総合的に評価する。 
（7）成績評価の結果は，評価分布等を使用して定期的に点検を行い，必要に応じて教育方法等の

改善を行う。 
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